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Ⅰ. 本校の研究開発構想の概要（抜粋） 

(1) 研究開発構想名 
グローバル・ ネジ ント力を えたリーダー 育成計画 

(2) 研究開発の⽬的・⽬標 
１）目的: 

国際的な課題について，ステークホルダーがＷin-Ｗin 関係となるような提案を行う力で るグローバ

ル・ ネジ ント力を えたリーダーを育成するため 教育課程 研究開発。 

２）目標 

生徒に対し，次に げるグローバル・ ネジ ント力を育成することを とする。 

 高い社会貢献意識 

 国際的課題について 多 的な視点と い理  

 国際的課題について と連携・ しつつ 究する力 

 ステークホルダーがＷin-Ｗin 関係となるよう柔軟かつ創造的な提案を行う力 

 高いレベル コミュニケーション・ツールとして 英語力 

(3) 研究開発の概要 
 課題研究 研究領域として国連グローバル・コンパクト ， ( ， ，人権，

)を取り上げ， 参画企業と 取組 比較，及び， 取組に係る日米比較と

いう手法により多 的な視点を育むため 指導法を研究開発する。 

  立 が対立する領域を課題研究 対 とする  

 国連・大学・企業・ と連携し， ール ワーク等を通じ研究 ・ 家 生き方に れ

ることにより，高い社会貢献意識と に係る い理 を育むとともに，高いレベル コミュニケー

ション力として 英語力を向上させため 効果的な研修計画を研究開発する。 

  国際的課題に取り組む大人 に れる 

 生徒が いに 力しながら連携機関等より 切に指導・支援を受け， な情報を収 ・ ・

理する力を につけることができる指導法を研究開発する。 

  外部 教育 導入と 理的 を す指導法 研究 

 上記 を通じ，ステークホルダーがＷin-Ｗin 関係となるよう柔軟かつ創造的な提案を行え

る力を生徒に育むため 教育課程を研究開発する。 

  年 で、 る 、 る 、 提案する へと発展させる学 提  

(4) 学校全体の規模（平成 26 年度現在） 
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( ) 研究開発の内容等 
１）全体について 

.  

校に いて 国際 に る課題研究の を 国際的課題に高い関 を つ

成の を 大するとと に ロー ル・ ー ーを 成することが課題で る その 国際 に

る課題研究の に国連 ロー ル クト（ ） を取り 課題研究 ー を す

る 要が る １・２年次について そ の発 に ー を すること 年次につ

いて で発表・ する の 目を 大することが 要で る て 校が に り研

究開発して 課題研究 に る指導 を することが 要で る  

 

.  

１  国際 の生 を対象とする 課題研究が する２年次 について に る課題

研究の ー を し ー を指導する ー を組織することが 要で る 生 の

体 を みつつ 発 に ー を す そ に り ロー ルな課題に対する高い

関 と い理解を つ 成の の 大と ロー ル・ ー ーの 成を に 成することが

で る  

２  に関 る ーク ル ーそ の 関 について学 企業と 及 日・ の

取組について生 が 対 するとと に の企業 等の を 生 との関 りの中

で課題研究を う 組みをつ る 要が る そ に り に し つ 的な を

る うになる  

 ロー ルな課題に取り組 と う 会 学・ を 取り ること

が 要で る 特に 中間発表会 の研究 にそうすることに り 生 ー を

するとと に 生 について を る  

 いに する うな ー ー を て の生 を する 組みをつ る 要が る そ

のことに り ・ を する生 を 成・ することがで る うになる  

 

2 課題研究について 

.  

の で る「 」「 」「 」「 」を する この研究 校がすでに国際

の課題研究に いて の生 が取り て ので る この を することに り 生

がこ で に 体に ー を することがで 研究の が すると ている  

.  

課題研究に いて 次の 関等と連 する  

・国際連 日 表 （ 国連） 

・大 大学国際 研究 （ 大） 

・関 学院大学「国連 ー ィ 」 日 ー（ 関学） 

・ ロー ル・ クト・ジ ・ トワーク（ ジ ） 

・ ジ ・ ー（ ュー 大 ） 

・大 中 企業 会 ロ ク（ 会） 

・  （ 中 ）  （こ の 関等を し 大学等） 
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連携 内 について ，次 通りで る。 

・国連 本校 生 一 国連開発計画 務 と連携し，ニュー ーク研修時に，日本代

表部より国際的な課題，及び， についてご いただく。 

・阪大 生 代 教 にご 力いただき，年度 に する課題研究発表大会においてご指

導・ご助言いただく。また，同研究科が する次 行事等についてご案内いただき，本校生に参

させる。 

 国際的課題に係る 会 

 サ ー ャンプ 全国高校生を対 とした国際的課題について 研修会  

 高校生を対 とした国際 政 学会，等 

・関学 同大学 国連 ース ランテ ア 日本 センターと連携し，開発 上国等において

ランテ アに取り組んだ学生によるご ，及び，本校生 課題研究へ ご指導・ご助言をいた

だく。 時 について ，中 発表会 後 課題研究 展開・発展 とする。 

・ ジャパン 同事務局を通じ， 体として本校生 課題研究に対しご指導・ご助言いただくことに

ついてご いただいている。 企業 ご より，それぞれ 具体 活 について ご

，及び，課題研究中 発表会におけるご指導・ご助言をいただく。 

・ヒューライツ大阪 ジ ー ン・プランテ リア 研究員 と連携し，本校 年生対 に，

日 研修会 日 り を することとしている。テー ， 意 ， 立 から に

するも ，及び， れた企業 取組について で る。また，中 発表会において指導

と もしていただく。 

・同友会 同 ロック事務局を通じ，中 発表会 後 課題研究 展開・発展 において，本校

生による企業 受け入れ・ ール ワークと，インタ ュー等に対するご指導をいただく。 

・ ニュー ーク研修時に，多 的な視点をもつこと 意 ，課題研究 ーム等 内 力

関係を高めるため ス ル等について，参 体 学 によりご指導いただく。また，ニュー ーク

研修において ，ターニャ・ ダム G o a  Di e ity and n u ion and du ation on u tant and 

e uti e oa と連携し，生徒が， 企業 社会的 に取り組む米国企業を

し， ール ワーク インタ ュー等を行えるよう企画する。 

 

 課題設定から 文 成まで 指導法 研究開発。 

 国際文 科 生徒 全員 ，グローバルな課題と， ，及び，研究領域に対する 識・関

心を向上させること。 

 グローバルな課題と について高い関心をも ，課題研究において れた意 ・ 力を する

生徒を育成すること。 

 生徒 発性を育みつつ， 年次 発 段階に じたテー を設定することにより， られた時

内に質 高い 研究が行えるようになる。また，課題設定から 文 成まで 識・ス ルが

向上するため，課題研究 質が向上する。 

 企業 取組と 取組を比較対 させることにより，課題研究 質が向上する。 
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 年生全員がグローバルな課題と について 識を獲得するため，グローバルな課題に

対する高い関心と い理 をもつ人 育成 が 大する。 

 課題研究コースを設置し，同テー に対し意 関心 る生徒を めることにより，将来 グ

ローバル・リーダーを育成・支援することできるようになる。 

 中 発表 後，研究 において，同友会等関係 へ インタ ューを行 せることにより，

生徒 ベーションを させることができる。また，リーダーとして が高まり，将来 グロ

ーバル・リーダーとして成長する 機となる。 

 課題研究と発表 質を高めるため 指導法 研究開発。 

 課題研究コース生徒 テー について 理 をさらに めるとともに，大学等関係 と連携し，

情報収 先行研究について したり， ームをうまくとりまとめたりするな ， ネジ ント力を

む課題研究 ス ルアップを図ること。 

 特に高い関心をもつ生徒をリーダーとして育成・支援すること。 

 生徒 発性を育みつつ， 年次より 度 高いテー を設定することにより，生徒 ベー

ションが高まるとともに， られた時 内に質 高い 研究が行えるようになり，課題究 質が向

上する。 

 企業 取組と 取組に え，日米 取組を比較対 させることにより，課題研究 質が向上

する。 

 課題研究コース・リーダーを中心に，国連本部， 等における研修を することにより，リーダ

ー 連 が まり，課題研究に対する ベーションがさらに向上する。 

 中 発表会 後，研究 において，同友会等関係 へ インタ ューを行 せることにより，

生徒 ， 生き方について 索を めるとともに，課題を 生活と 関 り 中で 究でき

るようになる。 

 月に， 課題研究コース ームを 等に し，インタ ュー等を行 せることにより，グロ

ーバルに活 したいという ベーションをより高めることができる。 

 年次 科 として，平成 年度に グローバル・スタ ー を新設するとともに，生徒が課題

研究 内 について英語により発 ・提案し， する力を育むこと。なお，指導教員 課題研

究コース 生徒に対し，同科 ， るい ， 存 ト ック・スタ ー を することを すこ

ととする。 

 と連携し，米国において発表・提案， する機会を設けるよう努め，生徒が 外 志を同じく

する企業・ 体関係 とネットワークを くことができるようにすること。 

 阪大 国際 政 学会を じめとする研究発表会， 等が する研究会等に参 するよう努

めるとともに，全国 志を同じくする企業・ 体関係 とネットワークを くことができるようにすること。 

 受 を 上とし， 外大学へ ダイレクト 学 を すこと。 

 年次 科 中に， グローバル・スタ ー ( )を新設する。 ，国際的
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な課題をテー として取り上げ，高度な英語によるコミュニケーション力を育成することで る。本校

に すでに，同じ指導法を用いている 科 ト ック・スタ ー が り， 年

が している。 ， を新設することにより，グローバルに活 することを とす

る生徒 が 大する。 

 と といった 業において， 課題研究コース テー を取り上げることにより，同テー

について 索が まるとともに，発表・ 等を行うために な高度な英語力を 得できる。 

） 研究 の  

 年次 科 として，平成 年度に グローバル・スタ ー を新設し，国際的な課題

課題研究コース テー について，高度な英語によりプレ ンテーション を行える力を育成する。

また，  i T 等を活用した指導を行う。 

 年次 科 ト ック・スタ ー 指導 中に，国際的な課題と 課題研究コース テー

を にした，英語によるプレ ンテーション を取り入れる。 

 年次 英語文法 ・ 年次 英語ライテ ング において 年 業 を し， 業を 。英語・

国語・ ・理科等において 機 ・視 機 を効果的に活用する。 

・全員対 外研修 行  

引続き，国際文 科 全生徒 に， 年次， ーストラリアにおいて， 日 ホームステイを と

した研修 行を する。 

・国際理 開  

・ 年次に，国際文 科 生徒全員を対 に， 員等を き，国際理 を行う。平成

年度について ，ハワイ大学教 を き， 会を した。 後引き続き，外部 による研究会等

を する。 

・ 外 高校生と  

長・ 学生を 的に受け入れる。 年 上 ハイスクール・ プロ ッツ 全米

生徒と ，大阪府カリ ルニア友 日本語を学 している生徒と ，日 高

校生 ランス 日本語・日本文 を学 している生徒と 等， 外高校生と と

会を する。 後， 上 取組を 続する。 

 

( ) 研究開発 ・  
1) (2 1 )

 課題設定から 文 成まで 指導法 研究開発 

a  究 教育課程における導入部 き 課題設定 計画 について平成 年度開発

したも を改善するとともに，後 指導法について し， 定する。 

究 及び 究 教育課程における 課題研究コースに係る指導・支援方法について し，

定する。 
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 課題研究コース 生徒が 上となるような きかけ方について研究する。 

d  中 発表会 後 における指導法について研究開発する。 

大学等と 連携計画について と  

e 大学等と 連携について，関係機関と し，年 計画を 成する。 

f グローバル課題・ について，指導教員対 研修を する。 

g 課題研究コースに意 ・関心を する 年生 によるニュー ーク研修を するとともに，

において国連・ 等と研修内 について する。 

 指導法，及び， における 導入方法 研究開発 

・ 指導法，及び， における 導入方法を研究開発する。 

 国際性とコミュニケーション・ツールとして 英語力を向上させる取組 

・国際文 科 外研修が質 高いも となるよう計画する。 

 究 に係る 等 英語 報告を 成し，学校ホーム ージにアップロー する。 

 

 課題設定から 文 成まで 指導法 研究開発 

 究 究 教育課程，及び， 課題研究コースに係る指導・支援方法，中 発表 後

における指導法が 定できたか うかにより する。 究 について ，平成

年度 年 で開発する。  

 課題研究コース・リーダーを発 できたか うかについて，指導教員による 等により する。 

 大学等と 連携計画について と  

・ 大学等と 連携計画について 定できたか うかにより する。 

 指導法，及び， における 導入方法 研究開発 

・ 指導法，及び， における 導入方法を開発できたか うかにより する。 平成

年度 年 で開発する。  

 国際性とコミュニケーション・ツールとして 英語力を向上させる取組 

・ 国際文 科 年次 外研修が高い質となるよう計画されたか うかにより 。 

 究 に係る 等 英語 報告を 成し，学校ホーム ージにアップロー する。 

・ 究 に係る を中心とした英語 報告が 成され，学校ホーム ージにアップロー され

たか うかにより する。 

( ) 研究開発成 の  
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( ) 研究開発 の概要（ の 体 ） 
1

研究開発事業 運営に関し，専門的見 から指導，助言に たる。学校教育に専門的 識を

する ，学識 ，関係行政機関 員等， によって組 する。 

2

研究開発事業全 について，企画，運営， ，研究開発， 編成等を する。ワー ング

グループを設け，各業務に たる。 

3)

課題研究コース，及び，そ 課題研究を指導する教員により 成する。指導法・ 方法

を ・ 成・ し，課題研究 を う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学・ 
研究機関・ 
企業 等 

 
校 企画・ 報 

・ 理 

研究開発 

高大連携 

国際  

外研修 

域連携 

教育サ

ート ーム  

等 

委員会 

企画 会  

運営 

指導委員会

学校長 事務

国際文 科会  

国際・科学教育部 

指導部 

教務部  

等 

課題研究
コース 
指導教員

ーム 

国語 

 

英語 

等 

 ワー ング
グループ

千里高校  
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Ⅱ．実践報告
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(1) 年 の  年  
 

 

 

 

６月 (1)

パーム イルと 林 、カカ と について 

一 法人アジア・太平洋人権情報センター特 研究員  

７月 

大阪大学大学院 国際 政 研究科 年生       

８月 

 

 

とよなか国際 会にて 国際 力・国際 と 域社会 イスラムについて 研修

スクとコリア国際学 見学とお 英語で 国際人権 を学 りかえりワークショップ 国際

的な活 でリーダーに められる力 だ う  

９月 

 

 

(2)

大阪で 題と 運 を学 し、ロールプレイで多 な立 を する 

本 法人 域 生センター 研究員  

10 月 

 人権・ ・ に取り組む企業と関西学院大学を して を く 

11 月 

12 月 

１月 

 グローバルリーダーに な Di e ity n u ion 研修と NG 等 

２月 

一 関西学院大学総合政 学部教  

 

  

課
題
研
究
﹁
探
究
基
礎
﹂

 

(1) 年 の  年  
 

 

 

 

６月 (1)

パーム イルと 林 、カカ と について 

一 法人アジア・太平洋人権情報センター特 研究員  

７月 

大阪大学大学院 国際 政 研究科 年生       

８月 

 

 

とよなか国際 会にて 国際 力・国際 と 域社会 イスラムについて 研修

スクとコリア国際学 見学とお 英語で 国際人権 を学 りかえりワークショップ 国際

的な活 でリーダーに められる力 だ う  

９月 

 

 

(2)

大阪で 題と 運 を学 し、ロールプレイで多 な立 を する 

本 法人 域 生センター 研究員  

10 月 

 人権・ ・ に取り組む企業と関西学院大学を して を く 

11 月 

12 月 

１月 

 グローバルリーダーに な Di e ity n u ion 研修と NG 等 

２月 

一 関西学院大学総合政 学部教  

 

  

課
題
研
究
﹁
探
究
基
礎
﹂

課
題
研
究
「
探
究
基
礎
」
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(2) 研究 究 の  
 

 １年生 課題研究「探究基礎」  

１ク を つに の講座で ートの に２ の授業です の間に特

別授業 講演会 フィールドワーク 企業訪問な を い そ の経 を て ループワークを

中 に 理的 的 のト ーニ を い し  

 

 ここで この講座の を ドするのに い ワーク ート「探究基礎 」の トル と １

の の ージを し す トルを い 年間の授業の を そつ

で ると い す （す ての内容 校 の トにて 開し す ） 

 

 

 

 

     

  に    

  につ    

  につ    

     

   に て１  

   に て   

   に て  

      

      

   に  

 て   

 て  に  

 て   
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究  １ の   ン           

  

文 1 究 2 究 の の

の の  

 

 １  

文 の

の 文 の

の  

 

1  会

ン の

成  

 

2  内の の

会 発 の 成

の の 発

の  

 

１  

 

 

 

ン の

の の

 

 

中 2 発 の

中 の の

の 中

の の

の 間 の

中 の

の  

 

( ) の   
 

 

 

 

４月       

５月    

６月   

７月   

８月      

９月   

10 月 

 

  

・ ・ に取り組 企業と関 学院大学を訪問して の を  

  

と講座 中間評価を るとと に 表を  

  

全講座が して 表発表を 評価 ー ー  

11 月   

中間 ートに対して 別 ド  

12 月  

１月   

ロー ル ー ーに 要な の研修と 訪問等 

  

  

２月   

（関 学院大学 学 授） 

  

  

３月   

４月   

  

講座選択 

基礎知識 
学習 

関⼼のあ
るテーマ
を調査 

調査結果
を発表に 
まとめる 

研究を 
深化発展 

 

研究を 
まとめ 
直す 

 

講座内発表 

講座内発表 

  全研究 
  プレゼン 

4000 字の 
論文作成 

中間発表会 
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( ) の   
 

 

 

 

４月       

５月    

６月   

７月   

８月      

９月   

10 月 

 

  

・ ・ に取り組 企業と関 学院大学を訪問して の を  

  

と講座 中間評価を るとと に 表を  

  

全講座が して 表発表を 評価 ー ー  

11 月   

中間 ートに対して 別 ド  

12 月  

１月   

ロー ル ー ーに 要な の研修と 訪問等 

  

  

２月   

（関 学院大学 学 授） 

  

  

３月   

４月   

  

講座選択 

基礎知識 
学習 

関⼼のあ
るテーマ
を調査 

調査結果
を発表に 
まとめる 

研究を 
深化発展 

 

研究を 
まとめ 
直す 

 

講座内発表 

講座内発表 

  全研究 
  プレゼン 

4000 字の 
論文作成 

中間発表会 

 

( ) の   
 

 

 

 

４月       

５月    

６月   

７月   

８月      

９月   

10 月 

 

  

・ ・ に取り組 企業と関 学院大学を訪問して の を  

  

と講座 中間評価を るとと に 表を  

  

全講座が して 表発表を 評価 ー ー  

11 月   

中間 ートに対して 別 ド  

12 月  

１月   

ロー ル ー ーに 要な の研修と 訪問等 

  

  

２月   

（関 学院大学 学 授） 

  

  

３月   

４月   

  

講座選択 

基礎知識 
学習 

関⼼のあ
るテーマ
を調査 

調査結果
を発表に 
まとめる 

研究を 
深化発展 

 

研究を 
まとめ 
直す 

 

講座内発表 

講座内発表 

  全研究 
  プレゼン 

4000 字の 
論文作成 

中間発表会 
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(4) 年  ・  

 校 の 的 の  

 

 

   

 

    

 

  

  

 

の 想 

・1 8 人 上も も が を いられていると りませんでした。 将来そういう た

を う活 をしたいと います。 

・ から学 機会を ってしまう でよくないことだと いました。 

・A という 体 めて った。こ ように 的な 題を 的に する が ると う。 

・パーム 生 程で 人々 大切な 林が されてア ラ シが えられていると りました。

か 生活 ために、 か 生活が になること おかしんじ ないかと いました。 

・企業もい い なことを えても を っているんだと した。 された 外にも、 んな企業がそん

な取り組みをしている か になる。 

 

 

・生徒 に る と国際的な課題 関 りが ることを していただいた。また、 と NGO

A が行っていた ョコ fo ス イル 取組を していただいた。 

・生徒が えて える時 を ったり、インターネット上 を ったりして生徒 と を

つな 業だった。 

・こ 業 内 、 年生 究 業 導入にも活用させていただいた。 
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  の 的 研究  

   

 

 L を い、 クラス一 に 時  

 

 

 

 

 

  

 

の 想 

� そ さま まな 題をき んと えている会社 を な 小さな事 た

にでもできるなと いました。でも、 もっと 々な 題に大きく貢献したいです。 

� こ ような 題をなくすためにグローバルコンパクト が えられていて、 になる と い

ましたが、 さん さらにそれに んな リット・ リットが る か、これで本 に合理的な かな ま

で えられていてさすが、大学院生だと いました。大学に行ったら ることが く学 る

で しみです。 

� 国 域にもき んと を向けてそ 題と向き合って えていける社会になる が る

と ったし、 もそんな人になりたいと った。 

 

 

� 企業 社会的 と国連グローバルコンパクト 設立 ・意 ・ について に かり すく、

していただいた。 

� ご 研究についても していただくようにお いし、コン 和国における につい

て しくお しいただいた。教科 でも スコミでも取り上げられない な を生徒た く受け

めていた。 

� 後、国際 政 を学 ことにした 、大学院生 生活 後 計画な をお きする時

を った。年 が いことも り、 としたいと える生徒も多く見られた。 

・ 強制労働や児童労働そ 他さまざまな問題をきちんと考えている会社 製品を選ぶなど小さな事 私た

ちにでもできるなと思いました。 でも、 私 もっと様々な問題に大きく貢献したいです。

・ こ ような問題をなくすためにグローバルコンパクトや C が考えられていて、 私 単純になるほどと思

いましたが、 猪口さん さらにそれにどんなメリット ・ デメリットがある か、 これで本当に合理的な かな

どまで考えられていてさすが、 大学院生だと思いました。 大学に行ったら自分 興味 あることが深く学

べる で楽しみです。

・ 世界 ど 国ど 地域にもきちんと目を向けてそ 問題と向き合って考えていける社会になる必要がある

と思ったし、 私もそんな人になりたいと思った。

・企業 社会的責任と国連グローバルコンパクト 設立 経過・意義・限界について簡潔に分かりやすく、

紹介していただいた。

・ ご自身 研究についても紹介していただくようにお願いし、 コンゴ民主共和国における紛争鉱物につい

て詳しくお話しいただいた。 教科書でもマスコミでも取り上げられない深刻な現実を生徒たち 重く受け

止めていた。

・ 講演 後、 国際公共政策を学ぶことにした経緯や、 大学院生 生活や今後 計画などをお聞きする時

間を作った。 年齢が近いこともあり、 目標としたいと考える生徒も多く見られた。
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  校 の 的 の  

 

    

 

    

 

 

� 題を理 する導入として、 大阪で 題と 在まで を学 する。 

� 題 に 多 な立 が なことを大阪 事 を用いたロールプレイを通じて理 する。 

 

の 想 

� 工 営 として しましたが、1 か月 業を めて しいという も かるが、一方的な意

見にも こえ、こ らがご意見も かって しいと いました。これ になったとしても うことだと

います。お い 意見をき んと理 することが大事だと います。 

� なる くみんなが 得するような対 にしようと えたときに 、国 な 体、政府 力が

だと いました。 

� に な新しいアイ ア 発 が に りないと いましたこれらを うために 、イロイロ

人々と意見を したくさん え方 に れ、そ 題 を理 する理 力 識

が だと いました。 

� 大 が きたら、そ になっている工 を めれ いいと っていましたがロールプレイを通し

て、工 を 営している ワ いている人にも生活が る で、向上を にとめること できないとい

うことに きました。 

 

 

� 多 な立 から 題を見ることを るという 的 、生徒 から、果たせたと える。 

� から していたが、 時 で 、 題 しさを理 するとこ までになる。 まで りも

に 点を さえていただいたが、こ 点 後 各 研究に委 ることになる。 

 

 

  

・ 環境問題を理解する導入として、 地元 大阪で 公害問題と現在まで 経緯を学習する。

・	問題 解決に 多様な立場 調整が必要なことを大阪 事例を用いたロールプレイを通じて理解する。

・ 私 工場経営者として議論しましたが、 1 か月操業を止めてほしいという気持ちもわかるが、 一方的な意

見にも聞こえ、 こちらがわ 意見もわかってほしいと思いました。 これ ど 役割になったとしても思うこと

だと思います。 お互い 意見をきちんと理解することが大事だと思います。

・ なるべくみんなが納得するような対策にしようと考えたときに 、 国や府など 自治体、 政府 力が必要

不可欠だと思いました。

・ 解決に必要な新しいアイデアや発想が自分に足りないと思いましたこれらを補うために 、 いろいろな

人々と意見を交わし、 たくさん 考え方や価値観に触れ、 そ 問題 背景や経緯を理解する理解力や

知識が必要だと思いました。

・ 大気汚染が起きたら、 そ 原因になっている工場を止めれ いいと思っていましたがロールプレイを通し

て、 工場を経営している側や働いている人にも生活がある で、 工場を簡単にとめること できないとい

うことに気づきました。

・ 多様な立場から問題を見ることを知るという目的 、 生徒 感想から、 果たせたと考える。

・ 当初から予想していたが、 １時間で 、 問題 難しさを理解するところまでになる。 解決まで 道 りに

ついても簡潔に要点を押さえていただいたが、 こ 点 今後 各自 研究に委 ることになる。
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( ) 年  研   
 

    

 

   

 

   

� 国際的な課題が 大阪にも を えて存在する。国際 力・ 教・ 外国人 教育について を

れてお を いて理 を める。 

� 国際人権について英語で える をする。 

� 研修全体を り り、グローバルリーダーにとって なこと かを える。 

 

1

 

 

 

 

 

 

 

 の の  

 

 

 の  

 

  設立目的 重点事業、在日外国人の現状、ネパールヘの国際協力とネパ
ールの 活動について紹介していただいた。 

 
  

 

イスラム教についての基本知識や急増するイスラム教徒と日本社会の相互理解のための取組みに
ついてお話しいただいた。

 
 の の  

  
 

 １ の  

 

 

 

・ 国際的な課題が地元大阪にも形を変えて存在する。 国際協力 ・ 宗教 ・ 「外国人」 教育について現場

を訪れてお話を聞いて理解を深める。

・ 国際人権について英語で考える経験をする。

・ 研修全体を振り返り、 グローバルリーダーにとって必要なこと 何かを考える。

朴君愛氏 ( アジア・太平洋人権情報センター上席研究員 )

とよなか国際交流協会の設立目的 · 重点事業、在日外国人の現状、ネパールヘの国際協力と

ネパールの NGO 活動について紹介していただいた。

イスラム教についての基本知識や急増するイスラム教徒と日本社会の相互理解のための取組

みについてお話しいただいた。
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北口学氏 大阪芸術大学教員  

 イスラム教がシルクロードを使った行商とともに広がったこと、商売をするにあたって平和的で
あることが重要であったことなど。 

 

( )

    

 

イスラム教が大切にしていることやコーランのこと、１日５回のお祈りについてなど。
 

    

 

コリア国際学園設立の理念と地域共生の取り組みについてお話しいただき、「越境人」の育成の
一例として、領土問題を取り上げた授業の様子をビデオで紹介していただいた。 

 

  

 

 

 

 

 

  

北口学氏 大阪芸術大学教員  

 イスラム教がシルクロードを使った行商とともに広がったこと、商売をするにあたって平和的で
あることが重要であったことなど。 

 

( )

    

 

イスラム教が大切にしていることやコーランのこと、１日５回のお祈りについてなど。
 

    

 

コリア国際学園設立の理念と地域共生の取り組みについてお話しいただき、「越境人」の育成の
一例として、領土問題を取り上げた授業の様子をビデオで紹介していただいた。 

 

  

 

 

 

 

イスラム教がシルクロードを使った行商とともに広がったこと、商売をするにあたって平和

的であることが重要であったことなど。

イスラム教が大切にしていることやコーランのこと、１日５回のお祈りについてなど。

コリア国際学園設立の理念と地域共生の取り組みについてお話しいただき、「越境人」の育

成の一例として、領土問題を取り上げた授業の様子をビデオで紹介していただいた。

大阪茨木モスク

大阪茨木モスクイマーム
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ジェファーソン・Ｒ・プランティリア氏 アジア・太平洋人権情報セ
ンター主席研究員  

 "What do you do everyday? What do you want to do in the future? 
All of these are human rights." ‒ワークショップ形式で国際人権に
ついて英語で聞き、考え、発表しました。 

 

3

     

 

   

 
 

 
  

 

 

 
 

の 想 

� まで いていた (イスラム教と L 関連性な )が け、さらにたくさん が なかで生

まれた。 また、 日 研修 りにそ 日に学んだことを り り、それをみんなと意見 することで

新たな視点を つことができ、とても 的だった。 

� になることが多かった。来年 な をもっと取り入れれ いいと った。 

� 特にコリア国際学 で 業がよかった。 同い年 在日 国人 生徒が 々と 意見を発表して

いる 業 を見て た も んな に ベートできたらいいなと った。また日 関係についても、

しっかりと 意見でより良い日 関係にできるように一生 えている 本 に した。 

� 日 を通して、 アから受けとる情報から からない事を学 ました。 際に を く事

大切だという事を学びました。来年度へ 提案 、 々な視点から 意見を ける機会が れ いいん

じ ないかと いました。 

 

� 際に に行って本人からお を くインパクト 大きい。 

� テー 一つにイスラム教を取り上げた 良かった。 見を すい 在 社会 が り、そ

一方でイスラム教 が日本でも えている が るからだ。 

� り り 時 で意見 をしたことを 的だと じた生徒も多かった。 

・ 今まで抱いていた疑問 ( イスラム教と I I 関連性など ) が解け、 さらにたくさん 疑問が自分 なかで

生まれた。 	また、 毎日 研修終わりにそ 日に学んだことを振り返り、 それをみんなと意見交流すること

で新たな視点を持つことができ、 とても刺激的だった。

・ 勉強になることが多かった。 来年 討論などをもっと取り入れれ いいと思った。

・ 特にコリア国際学園で 授業がよかった。 	同い年 在日韓国人 生徒が堂々と自分 意見を発表して

いる授業 風景を見て私たちもあんな風にディベートできたらいいなと思った。 また日韓関係についても、

しっかりと自分 意見でより良い日韓関係にできるように一生懸命考えている姿 本当に感動した。

・ 三日間を通して、 メディアから受けとる情報から わからない事を学べました。 実際に直接話を聞く事

大切だという事を学びました。 来年度へ 提案 、 様々な視点から 意見を聞ける機会があれ いいん

じゃないかと思いました。

・ 実際に現場に行って本人からお話を聞くインパクト 大きい。

・ テーマ 一つにイスラム教を取り上げた 良かった。 偏見を持ちやすい現在 社会状況があり、 そ

一方でイスラム教信者が日本でも増えている状況があるからだ。

・ 「振り返り 時間」 で意見 交流をしたことを刺激的だと感じた生徒も多かった。
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( ) 2 年  ・ 学 研  
 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

の     

� 日本 真   グローバルな ・ 準に 合したも くり  

� 本 機  L T による くり  

� ーリツ   O2 を する 開発  

� 大阪 ス   生 多 性を る活  

� 中西 工業  性活 プロジ クト  

� - 業家支援センター 用と 業支援  

� トラベル・ ロンテ ア  アジア へ ランテ ア体 ツアー  

� ヒロコーヒー   サステイ ル 続 な コーヒー 取り い  

� 日新    に した 開発  

� 関西学院大学  国際 力に たり大切なこと 体  

 

の 想 

� 究 テー 機 題だ。中西 工業に 、 た が えた、社内 をつくるという

改善 が されていた で いた。 際に見せてもらうこともできた。 にも、 性が き すい

をつくるために工夫した点 性社員 生 を くことができ、インターネットで るだけで から

ないことも学 た。 究 業で生かしていきたい。 年生  

� 在生 されているコーヒー とん 林 によるも だそうだ。しかし、レイン レスト・

アライアンスという 体 活 により、 を 全するコーヒー 生 が えている。 在、 米で

そ ようなコーヒーが支 されているが、日本で まだ いも が められる。 えに、 得にこだ ら

全を 一に える社会 成が、 課題で ると う。 年生・ 先 ヒロコーヒー  

� と まり年が らない先 方が 発展 上国に行き、 ランテ アとして活 しているという事

を って、改めて にも かできないかを えるようになった。 米だけで なく 全体で こっている

ことに を つ 性を く じた。 年生・ 先 関西学院大学  

 

� 次年度 、 年生について 、課題研究 究 で 研究内 と受け入れいただく企業と ッ ングが

年度 上に良いも になるように指導と を行いたい。 

・ 日本写真印刷	　　　　　　　　　（グローバルな労働 ・環境基準に適合したも づくり）

・ 岡本無線電機　　　　　　　　　	（ による街づくり）

・ ノーリツ	　　　　　　　　　　　　　	（C 2 排出を削減する製品開発）

・ 大阪ガス																												（生物多様性を守る活動）

・ 中西金属工業																				（女性活躍推進プロジェクト）

・ 江坂 -起業家支援センター （精神障害者 雇用と起業支援）

・ トラベル ・ フロンティア									（東南アジア貧困層へ ボランティア体験ツアー）

・ ヒロコーヒー																							（サステイナブル （持続可能な） コーヒー 取り扱い）

・ 日新産商																										 （環境に配慮した商品 開発）

・ 関西学院大学																	 	 	 （国際協力にあたり大切なこと＋体験談）

・ 私 探究 テーマ 待機児童問題だ。 中西金属工業に 、 私たちが考えた、 社内託児所をつくるとい

う改善策が実現されていた で驚いた。 実際に見せてもらうこともできた。 他にも、 女性が働きやすい環

境をつくるために工夫した点や女性社員 生 声を聞くことができ、 インターネットで調べるだけで わか

らないことも学べた。 探究 授業で生かしていきたい。 （２年生）

・ 現在生産されているコーヒー ほとんど 熱帯雨林 伐採によるも だそうだ。 しかし、 レインフォレスト ・

アライアンスというＮＧＯ団体 活動により、 環境を保全するコーヒー 生産が増えている。 現在、 欧米

で そ ようなコーヒーが支持されているが、 日本で まだ安いも が求められる。 ゆえに、 損得にこだ

わらず環境保全を第一に考える社会 形成が、私達 課題であると思う。 （１年生・訪問先：ヒロコーヒー）

・ 私とあまり年が変わらない先輩方が世界 発展途上国に行き、 ボランティアとして活躍しているという事実

を知って、 改めて私にも何かできないかを考えるようになった。 欧米だけで なく世界全体で起こってい

ることに興味を持つ必要性を強く感じた。 （１年生 ・訪問先 ：関西学院大学）

・ 次年度 、 ２年生について 、 課題研究 「探究」 で 研究内容と受け入れいただく企業と マッチング

が今年度以上に良いも になるように指導と調整を行いたい。
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( ) 年  究 発  
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

の   

 

�   大阪大学 来 機 部門 来 生イ ベーター 課程プログラム 特 教  

� 日本 真 会社 コー レートコミュニケーション 長  

 

の 想 

� たこと まとめ方グラ 真 い方 パワー イントで をこうすれ 見 すい かり すいと

言う が かりました。一人一人同じ で っても う が ていて かった。 

� を 見ていない人 方が発表に き入ることができたから も 後そうしようと った。 

� 研究 め方 とても になった。また、発表を いて、ここが んまりつながっていないなとか、関連

性が いなと じた部 も った で、 も をつけながら めていこうと った。 

� 同じ 発表でもい んな視点が って いと った。 際に人から いた を用いると 得力が

していいと った。 

 

� コ ンテーター お 人から 、発表 つ社会的意 と、研究を げるため ヒントとなる視点をそれ

ぞれ ご から的 に指 、 していただいた。 

� 上に、 生徒 発表から を得た という が見られた。 

� 発表 にリハーサルを行った。 いた点を指 したとこ 、そこから 日でかなり発表がレベ

ルアップしていた。指導 機会として だと 識した。 

  

・ コメンテーター お二人から 、 発表 持つ社会的意義と、 研究を広げるため ヒントとなる視点をそれ

ぞれ ご経験から的確に指摘、 示唆していただいた。

・ 予想以上に、 「他 生徒 発表から示唆を得た」 という感想が見られた。

・ 発表 前 週にリハーサルを行った。 気づいた点を指摘したところ、 そこから 数日でかなり発表がレベ

ルアップしていた。 指導 機会として重要だと再認識した。

コメンテーター 次 お二人。 事前に発表要旨をお送りし、 コメント 準備をしていただいた。

・ 榎井	縁	氏 （大阪大学未来戦略機構第五部門未来共生イノベーター博士課程プログラム	特任准教授）

・ 谷口哲也氏 （日本写真印刷株式会社　コーポレートコミュニケーション室長）

・ 調べたこと まとめ方グラフや写真 使い方 （パワーポイントで ） をこうすれ 見やすい分かりやすいと

いう がわかりました。 一人一人同じ講座であっても違う色が出ていて面白かった。

・ 原稿をほぼ見ていない人 方が発表に聞き入ることができたから自分も今後そうしようと思った。

・ 研究 進め方 とても勉強になった。 また、 発表を聞いて、 ここがあんまりつながっていないなとか、 関

連性が弱いなと感じた部分もあった で、 自分も気をつけながら進めていこうと思った。

・ 同じ講座 発表でもいろんな視点があって面白いと思った。 実際に人から聞いた話を用いると説得力が

増していいと思った。
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( ) 年  究 の 学  
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

の   

� 関西学院大学高大 続センターが になり、本校 、大学院生 、連 事 、

レ ート をしていただいた。 

� 1 に対して、 研究 に合 せて 1 を していただいた。 

� とも していただける方を していただいた で、 が かった上で 指導を

していただけた。 

 

の 想 

� た に ない新しい視点からテー について意見をいただいた。 

� ている内 だけでなく、 く時 成な についても教えてもらえた。 

� らなかった 方を教えてもらうことができた。 立 から を けてよかった。 

� す きことが になった。 い点よりもさらに け すといい点を教えていただいた。 

� 課題がよく かっていなかった で、 文に が りていないかを指 してもらうことで、課題を

にできた。 

� 後 ような を立てて研究を めていく かということ 、研究 め方を教えてもらえた。 

� たくさん を いてくださって、い い 案をくださった。 

� 文が見られるサイトを教えもらた。いい視点だと言っていただけた が になった。 

 

� 生徒た に見られるように、研究 め方と 文 成 両 について 設的なア バイスをして

いただくことができた。 

� 指導が多 的になったことで、 成 し しをする が てくる 合が る。こ ことを見 した時

設定と指導 方が で ることが かった。 

� 生徒 レ ート 良い点、 な点について指導教員が 識できた。テ ームテ ー ング 点

で る。 

  

・ 生徒たち 感想に見られるように、 研究 進め方と論文 構成 両面について建設的なアドバイスをし

ていただくことができた。

・ 指導が多面的になったことで、 構成 し直しをする必要が出てくる場合がある。 こ ことを見越した時期

設定と指導 仕方が必要であることがわかった。

・ 生徒 レポート 良い点、 不十分な点について指導教員が再認識できた。 ティームティーチング 利点

である。

・関西学院大学高大接続センターが窓口になり、本校 希望 把握、大学院生 募集、連絡事項 伝達、

レポート 転送をしていただいた。

・ 10 講座に対して、 講座 研究件数に合わせて 16 名を派遣していただいた。

・ 2 回とも訪問していただける方を募集していただいた で、 2 回目 前回 様子がわかった上で 指導

をしていただけた。

・ 自分たちに ない新しい視点からテーマについて意見をいただいた。

・ 調べている内容だけでなく、 書く時 構成などについても教えてもらえた。

・ 自分 知らなかった調べ方を教えてもらうことができた。 第三者 立場から話を聞けてよかった。

・ すべきことが明確になった。 悪い点よりもさらに付け足すといい点を教えていただいた。

・ 課題がよく分かっていなかった で、 自分 論文に何が足りていないかを指摘してもらうことで、 課題を

明確にできた。

・ 今後ど ような筋道を立てて研究を進めていく かということや、 研究 進め方を教えてもらえた。

・ たくさん話を聞いてくださって、 いろいろ案をくださった。

・ 論文が見られるサイトを教えもらた。 いい視点だと言っていただけた が自信になった。

１回目：10 月 16 日，11 月 2 日，6日，　２回目：1月 15 日，18 日（各２時間）

 

( ) 年  究 の 学  
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

の   

� 関西学院大学高大 続センターが になり、本校 、大学院生 、連 事 、

レ ート をしていただいた。 

� 1 に対して、 研究 に合 せて 1 を していただいた。 

� とも していただける方を していただいた で、 が かった上で 指導を

していただけた。 

 

の 想 

� た に ない新しい視点からテー について意見をいただいた。 

� ている内 だけでなく、 く時 成な についても教えてもらえた。 

� らなかった 方を教えてもらうことができた。 立 から を けてよかった。 

� す きことが になった。 い点よりもさらに け すといい点を教えていただいた。 

� 課題がよく かっていなかった で、 文に が りていないかを指 してもらうことで、課題を

にできた。 

� 後 ような を立てて研究を めていく かということ 、研究 め方を教えてもらえた。 

� たくさん を いてくださって、い い 案をくださった。 

� 文が見られるサイトを教えもらた。いい視点だと言っていただけた が になった。 

 

� 生徒た に見られるように、研究 め方と 文 成 両 について 設的なア バイスをして

いただくことができた。 

� 指導が多 的になったことで、 成 し しをする が てくる 合が る。こ ことを見 した時

設定と指導 方が で ることが かった。 

� 生徒 レ ート 良い点、 な点について指導教員が 識できた。テ ームテ ー ング 点

で る。 

  

 

( ) 年  究 の 学  
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

の   

� 関西学院大学高大 続センターが になり、本校 、大学院生 、連 事 、

レ ート をしていただいた。 

� 1 に対して、 研究 に合 せて 1 を していただいた。 

� とも していただける方を していただいた で、 が かった上で 指導を

していただけた。 

 

の 想 

� た に ない新しい視点からテー について意見をいただいた。 

� ている内 だけでなく、 く時 成な についても教えてもらえた。 

� らなかった 方を教えてもらうことができた。 立 から を けてよかった。 

� す きことが になった。 い点よりもさらに け すといい点を教えていただいた。 

� 課題がよく かっていなかった で、 文に が りていないかを指 してもらうことで、課題を

にできた。 

� 後 ような を立てて研究を めていく かということ 、研究 め方を教えてもらえた。 

� たくさん を いてくださって、い い 案をくださった。 

� 文が見られるサイトを教えもらた。いい視点だと言っていただけた が になった。 

 

� 生徒た に見られるように、研究 め方と 文 成 両 について 設的なア バイスをして

いただくことができた。 

� 指導が多 的になったことで、 成 し しをする が てくる 合が る。こ ことを見 した時

設定と指導 方が で ることが かった。 

� 生徒 レ ート 良い点、 な点について指導教員が 識できた。テ ームテ ー ング 点

で る。 
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( ) 年  研  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

の  （   

 

(diversity and inclusion) Tanya Odom  

Museum Of Chinese in America Tenement Museum 

ADL  

 

 

 

Ogilvy & Mather Diversity & Inclusion  

 

 

� を国内だけでなく、より い で えられるようになりました。 

� 英語 外にもう とつ 言語を れないといけないと いました。 高校でス イン語を していま

すが、大学になってからも本 で学 うと いました。 

� 一 に った 、 々な人 がいることです。ニュー ークで 皆 々と いていて、日本もいつ

かこ ような国になれ いいなと いました。 

� ル ー社を れ、Di e ity と n u ion について 具体的な活 を き、 き している会社が る

んだと、 めて に みて じました。 

� ダイバーシテ 点をたくさん上げてもらいました。そ 中で一 った 、視点 多 でした。 

� 研修を通して、英語が せることよりも英語を って をするか、 を えるかが だと じました。 

� 国から ってきた人々がそ 国 アイ ンテ テ を ったままア リカ ニュー ークという に ら

している、ということに が きました。 

� コロン ア大学で 、い い なタイプ 人 が同じ で をするなんて、 んなに いだ うかと

いました。 もそういった でたくさん ことを学びたいと いました。 

 

� 多 性について 理 を め、 し、 う向き合う きかを学 という 的 成できた。 

� 次 、課題研究で取り組んでいる国際的な課題について た 意見 提案を提 し、ア リカ

における 、国際的な取り組みと 関係について してもらったり、 るい 提案に対して 題点

を指 したりしてもらうな 、もう一 み んだ内 研修ができるように指導・計画していきたい。 

・ 多様性について 理解を深め、 実感し、 どう向き合うべきかを学ぶという目的 達成できた。

・ 次回 、 課題研究で取り組んでいる国際的な課題について 自分たち 意見や提案を提示し、 アメリカ

における状況や、 国際的な取り組みと 関係について紹介してもらったり、 あるい 提案に対して問題

点を指摘したりしてもらうなど、 もう一歩踏み込んだ内容 研修ができるように指導 ・計画していきたい。

・ 自分 進路を国内だけでなく、 より広い範囲で考えられるようになりました。

・ 英語以外にもうひとつ他 言語を喋れないといけないと思いました。 今高校でスペイン語を勉強していま

すが、 大学になってからも本気で学ぼうと思いました。

・ 一番印象に残った 、 様々な人種がいることです。 ニューヨークで 皆堂々と歩いていて、 日本もい

つかこ ような国になれ いいなと思いました。

・ オギルビー社を訪れ、 Diversity と Inclusion について 具体的な活動を聞き、 動き出している会社があ

るんだと、 初めて身に染みて感じました。

・ ダイバーシティ 利点をたくさん上げてもらいました。 そ 中で一番残った 、 視点 多様化でした。

・ 研修を通して、 英語が話せることよりも英語を使って何をするか、 何を伝えるかが重要だと感じました。

・ 他国からやってきた人々がそ 国 アイデンティティを持ったままアメリカ ニューヨークという都市に暮ら

している、 ということに気が付きました。

・ コロンビア大学で 、 いろいろなタイプ 人達が同じ場所で勉強をするなんて、 どんなに面白いだろうか

と思いました。 ぜひ自分もそういった環境でたくさん ことを学びたいと思いました。
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 ニューヨーク研修 2016.1.2.~7. REPORT 
（お願い：できる限り正確に研修内容をご紹介するよう努めましたが、各講師等に確認を求めたわけ

ではありません。あくまで概略をご理解いただくための参考としてお読みください。） 
	

１月２日（土） 
研修 「 ー ークの と 」 

▶ ︎空港からホテルまでの道中、複数の宗教の墓が同居する共同墓地、ニュ
ーヨークの地価高騰のために新たに開発されたクィーンズ地区などを車窓

から見学したのち、ブルックリンブリッジの手前の公園地区で小休止し、ロ

ウアーマンハッタンのビル群を見学しました。再度バスに乗り、ブルックリ

ンという地名がオランダの入植者により付けられたものである等の説明を

聞きながら、橋を渡りマンハッタン島へ。そしてチャイナタウン経由でウォ

ール街へ。チャイナタウンは拡大を続けており、イタリア人街を飲み込む勢

いであるという説明がありました。バスを降りてウォール街を見学。再度バ

スに乗りグラウンド・ゼロへ。ここでもバスを降り、現場のすぐそばにある

消防署の銅版画の前で、多くの消防署員が命を落としたことなどの説明を受

けました。 

	

１月３日（日） 
研修 「 性 の と の 」 

▶地球規模での多様性と受容及び教育に関するコンサルタント

で、企業の管理職のコーチもしておられる Tanya Odom 氏から以

下の内容について研修を受けました。 

1)アメリカにはまだなお解決すべき課題がたくさんある。

inclusion はパーティーに呼ぶこと、inclusion は一緒にダンスを踊ることと考えると良い。 

２）人の多様性には目に見えるものと見えないものがある。両方の存在を認識・洞察し、尊重するこ

とが、構成員が「受け容れられている」感覚を持つためには必要だ。 

３）多様性の例には以下のようなものがある。宗教（Goldman Sachs はお祈りのための部屋を用意し

ている）・身体の障害・うつ病を含む精神の障害・トランスジェンダー(男女兼用トイレの復活が試み

られ始めている)・収入・言葉の訛り 

４）アメリカは多様な人間が構成する VUCA な世界になっているのが現実だ。VUCA とは、Volatility

（急速な変化）, Uncertainty（将来の予測が容易でないこと）, Complexity（予想外の問題が混沌を

引き起こすこと） and Ambiguity（不完全な情報が判断を難しくさせること）の頭文字である。 

５）Mind full (頭がいっぱい)ではなく、Mindful(心を開き、洞察力を使う時間を取る。スピードを落と

し、落ち着いて集中できる状態)が必要である。脳の働きとして、ストレスや複数の仕事をこなそう

とすることが、無意識の偏見に作用する。そしてその状態が、Micro-behavior (微細な行動や態度)を

作り出す。 

６）無意識の偏見は、メデイア、煽動的言動、個人的経験、他者からの影響等によって作られる。カ

ーテンオーディションの例（オーケストラのオーディションで、カーテンを引きカーペットを敷くこ

とで演奏者の性別がわからないようにすると、女性の採用者が増えた）も示唆的である。 

７）日本に戻ってできることを考えてください。個人、グループ、そして地域のレベルで。 
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 研修 「 国と ーロ パ の の 」 

▶午後の研修は２つの博物館のガイド付き見学。 

１つ目は、Museum Of Chinese in America。ここでは、中国か

らの移民がアメリカに来た原因（アヘン戦争による国内の荒廃＋西

海岸のゴールドラッシュ）、大陸横断鉄道建設での低賃金の危険な

労働、中国人移民排斥法の成立と家族を呼び寄せるための知恵など

について、実物や写真を見ながら、白人の女性から説明を受けまし

た。 
	

２つ目は、Tenement Museum。Tenement とは、都市貧民街の

安アパートを指します。１９世紀半ばからヨーロッパから新天地を

求めて移住した人々が暮らしたアパートが、一部補強され、博物館

として公開されているものです。ガイドがアパートを案内しながら

実在の家族の暮らしを紹介してくれます。我々一行のガイドは、黒

人女性の大学生でした。ゴミや動物の死骸に覆われた通り、水道・

電気・トイレのない１DK の室内、大恐慌による大黒柱の失業や失踪の中を互助組織の力を頼りに生き

延びた家族の様子（国勢調査の記録と子孫からの聞き取りから構成されている）を学びました。 

 
１月４日（月） 
研修 「 性の と の のた の ーク 」 

▶ADL（Anti-Defamation League,反ユダヤ主義と全ての
偏見と闘う市民権と人間関係の課題に取組む組織）のガイ
アナ出身の Nicola Straker さんと両親が韓国人の Erin Lee
さんの進行により以下の内容のワークショップ型研修を受
けました。 
１）自己紹介ー名前と私の好きな匂い 
２）ADL の紹介 1913 年に設立。正義と全ての人への平等な扱いを実現するために、保護・
調査・教育をしている。 

３）グループの３つの約束事 Respect (active listening), One mic ( one person speak at a time), 
Participation の確認 

４）Birthday timeline 言葉を使わないで誕生日順に並ぶ。 
５）The Diversity Iceberg Model 見える違いは氷山の一角。見える違い、見えない違いには何
があるか挙げてみよう。 

６）４本のカラーモールで自分のアイデンティティを表現する。→言葉で説明する。→一番大
切な一つを外して隠す→どんな感じがする？→一番大切な自分を隠さなければいけないと
するとどんな気持ちになるかを想像する。 

７）固定観念・偏見・差別： 
 Stereotype=oversimplified idea  ex.) All ～ are …. 

→Prejudice=attitude which comes from family, friends, media… 
→Discrimination=Action 

８）固定観念と偏見について考えさせられる短編ビデオの視聴とコメントの共有 
９）質問：グローバルな社会におけるリーダーにとって、固定観念に対する理解はなぜ重要だ
ろうか？目の前で偏見に基づく行動があった時、どんな反応をすることができるか？ 

10）ふりかえりのワークシート：学んだことを３つ、将来自分が使うと思うことを２つ、まだ
解決していない疑問点を１つ書いてください。 
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 研修 「国連 の と役割の 」 

▶安全保障理事会・経済社会理事会・信託統治理事会・総会
の各会議場を見学し、説明を聞きました。通常兵器の展示では、
地雷が１個数百円で作られるが撤去にはその約100倍の費用が
かかるとの説明がありました。大量殺戮兵器のコーナーでは、
広島・長崎への原爆についての展示がありました。また、世界の軍事費総額に対してどれほど
国連への拠出金が少ないかのグラフも印象的でした。 
 
研修 「国連 くとい と くとい と の いを り し と」

▶国連見学の後は本校の卒業生で、長く国連で働いておられた沼
田隆一さんのお宅を訪問しました。 
海外では阿吽の呼吸は通じないので口に出して表現することが

大切だということ、その人の国のことを調べておいて話題にする
ことでその人との距離がぐっと縮まること、そうやって壁を越え
ると、知らなかった世界が目の前に開かれること、南スーダンで
は調達担当として宿営地の選定から全車両用のガソリンの買い付け、各国の兵士に合わせた食
料の手配までされたこと、国際的な舞台では「青白き秀才」ではなく、「たくましき秀才」が
求められていることなどを話されました。 

	

１月５日（火） 
研修 「 に る 性 の取り組みの 」▶Ogilvy & Mather 社 Diversity & 
Inclusion 部門の Transformation 担当取締役で共同経営者である
Melissa Ng 氏が研修を準備してくださいました。この会社は世界
126 か国に 500 以上のオフィスを持つ世界最大のマーケティング会
社の一つです。 

研修の主な内容は以下の通りです。 

１）＜Diversity & Inclusion のメリット＞「多様性と受容」と聞く
と怖がる経営者がいるが、実際は企業に大きな恩恵をもたらす。創造性を増大させるので、
より良い立案ができ、リスクを避けることができる。労働者が「しっくりくる」感覚を持て
るので、離職者が減り、優秀な人材が集まる。社内のネットワーキンググループの果たす役
割が大きい。多様な社内横断的なグループが張り巡らされることで、より多くの市場を獲得
し、組織としての適応能力が高まり、提供できるサービスの幅が広がり、多様なアイデアと
経験を活かして多角的な検討ができ、誇りを持ちリラックスし、自分の仕事を認められる環
境により効果的な業務の遂行がなされる。 

２）＜課題＞2020 年までにアメリカの労働者の 40%がヒスパニック系になると予想されている。
世界は変化している。コミュニケーションが不足すると、「声を聞いてもらえていない」人が
生まれることになる。それではダメで、気づかず自動的にしてしまう「無意識の偏見」を明
るみに出し、特性もその人の一部なのだと認める労働環境を作らなくてはならない。無意識
の偏見への気づき・客観的なデータ・共に働くためのスキルをトレーニングで提供し、オー
プンな心構えを保てる(keep mind-set open) 職場にすることが必要なのだ。 

３）＜解決のための方策＞前述の社内のネットワーキンググループが当社での solution だ。各
グループは、現状をどう変えるかを考え、調査し、レポートを公表する。 

４）私から皆さんへの宿題は、日本に戻った翌日からのアクションプランを立てることだ。個人
レベル、学校レベル、家庭レベルで何をいつまでにどのようにやるのかを書いて欲しい。 
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研修⑨「国連グローバルコンパクト本部の役割と女性の就労に関

する取り組み」 ▶３人の方が説明をしてくださいました。 

人権と法律及び政策部門長の Shubha Chandra さんは、国連グロ
ーバルコンパクトが作られた経緯と、この枠組みと国連のミレニア
ム開発目標(Millennium Development Goals) 及び昨年国連総会で採
択された持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）と
の関係について話されました。これらの目標は企業の責務を確認するリストであるとともに、
ビジネスチャンスでもあると強調されていました。 
また、この本部の役割は、このような国連の決定内容を、国連の関連機関（国際労働機関や

国連ウィミンなど）と連絡を取りながら、各地域のグローバルコンパクト署名団体が共有する
手助けをしたり、各地での取り組みを集約して必要とする団体に有効な手段として提供したり
することであると話されました。地域によって課題や事情が異なるため、本部が主導するので
はなく、地域ごとのネットワークが地域の NGO と協力して動くことが重要であるということ
もわかりました。 
女性のエンパワメント担当調整官の Tulsi Byrne さんは、2010 年に作成されたWomen’s 

Empowerment Principles (WEPs 女性のエンパワーメント原則)を紹介されました。女性にとっ
ての問題状況（意思決定の役割を正当に与えられていない、同一労働でも賃金が低い、暴力的
／性的虐待を受けている、職業・教育・訓練・職能開発において同等の機会が与えられていな
い、経済的に不利にされていてビジネスの競争に参加する機会が平等に与えられていない等）
を整理して示し、逆に女性への処遇を改善すればどれほどビジネスの進展につながるかを紹介
してくださいました。 
最後は、管理及び社会的持続可能性部門の長であり、この本部の顧問である Ursula 

Wynhoven さんが、日本の女性の労働環境について質問をされました。日本では父親も育児休
暇を取ることが法律上は可能になっているものの、男性の育休取得は難しいということを伝え
ると、興味を持ってこちらの話を聞き、アメリカでも男性の取得者は少ない、北欧は進んでい
ることなどを紹介してくださいました。参加生徒からの、利益につながらないと思われる労働
環境整備を企業はどう位置付けているのかといった質問にも丁寧に答えられ、いつでも意見や
質問を歓迎すると言っていただきました。 
 
１月６日（水） 
空港へ向かうバスの中で、生徒と引率教員全員が振り返りのスピーチをしました。それまで
毎日の振り返りは Google Classroom のシステムを使って個別に提出してもらっていただけだ
ったので、感じたことを交流するいい機会になりました。 
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(1 ) 年  学 成 発  
 

 

  

 

 

 

 究 発表 代表発表・ 究プレ ン・ 究セッション 

 発表で タ レット 活用 

 究 ベートと アイ ア 

 と ュ ンタリー 画上 会   について する。 

  

 

  

 

 

の   

� 代表発表 生徒 、大教 また 図 で発表し、 日 コ ンテーターからコ ントを受ける。 

� 究プレ ン 生徒 、普通教 で発表する。 

� 究セッション 生徒 、普通教 で、 後 つを い同時に 組が発表する。こ 、全

研究が発表できるようにするため、 年 めて導入した。発表 と く生徒と が く、質 意見

を し すくなることも した。 

 

� 究セッション 、 発表が になると 点が る一方、発表 と参 が く、 特

で意見 もし すいという長 も った。 年生 課題研究を全て発表することになり ールが っ

た も を高める効果が ったと じる。 

 

・ 探究セッション 、 隣 発表が気になると 欠点がある一方、 発表者と参加者 距離が近く、 独特 雰

囲気で意見交換もしやすいという長所もあった。２年生 課題研究を全て発表することになりゴールが揃っ

た も士気を高める効果があったと感じる。

・ 「代表発表」 生徒 、 大教室また 図書室で発表し、 １日目 コメンテーターからコメントを受ける。

・ 「探究プレゼン」 生徒 、 普通教室で発表する。

・ 「探究セッション」 生徒 、 普通教室で、 前後半分ずつを使い同時に２組が発表する。 こ 形式 、

全研究が発表できるようにするため、 今年初めて導入した。 発表者と聞く生徒と 距離が近く、 質問や

意見を交換しやすくなることも期待した。
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の   

� 会 設 として 、 点プロジ クタと展 ー を設置する。 

� プロジ クタ D 入力 枠 と 力 枠 にミラ ャスト対 ワイ レス

スプレイアダプタ i o oft 3 - な を 続する。 

� ミラ ャスト対 タ レット A u  Ne u 7 2 13 な とワイ レス スプレイアダプタを 続し、

を る。 も  

 

 

 

 

 

3 2 13  

� らい通り 効果が得られた。 

� ワイ レス 続 手 な 、 方法を事 に する機会を るな 準 をすれ 、スムー に

めることができる。 

 

 

 

 

 

・ らい通り 効果が得られた。

・ ワイヤレス接続 手順など、 操作方法を事前に確認する機会を作るなど 準備をすれ 、 スムーズに進

めることができる。

・ 会場 設備として 、 短焦点プロジェクタと展示ボードを設置する。

・ プロジェクタ HD I 入力端子 （左 赤枠） と B 出力端子 （右 赤枠） にミラキャスト対応ワイヤレス

ディスプレイアダプタ （ icrosoft	 3 -00009 など） を接続する。

・ ミラキャスト対応タブレット （Asus	 exus7	2013 など） とワイヤレスディスプレイアダプタを無線接続し、 映

像を送る。 （音声も送出可能）
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年生 課題研究 究 に関して 、代表 が ベートを発表し、また全員が 内で

ベート時に えた アイ ア を スター発表した。 

  

� が発表する機会を ることで、 に向けて全体 を高める。 

� ベートで 成 対両方 立 から課題を した後、 方 を

した アイ ア 発表 機会を る。 

 

 
千里 スタ ープニング として、国連 務 による、

グローバルに活 する人 に な 質について 会を開い

た 、 年対 。 

2) 年生対 に、カカ で ・ ため 取

組・学生 を する ュ ンタリー 画を上 した。 

  

1) G 本理 ・ を次 学年を えるに たって する。 

2) 年生で 課題研究へ しとして、 た と同 代 が んなことをできるか え、

行した を見ることによって、本校生徒が た にも ができるかを えるため 一助とする。 

の  2)について

国際理 業で、2 年時 業 究 に向けて、国際的課題を取り ってきた。特に ー

ココア における について 、 ように 4 時 に たって理 を めさせて

きた。 画 バレンタイン一 上 を 3 と 4 に入れる。 

2)について

� 生徒 を読むと、 業で 識を得てから見たせいも って、多く 生徒が 画 内 をしっかり

と理 している。エ ス シテ な に い に行った際にも アトレー を してみるな 、

なも が国際的課題につながっていることを じてくれている。次年度 究 に向けて、大きな 題に

対して 政 提言だけで なく、 た 立 置で、 ができるかを える になってくれれ 幸い

で る 

  

  ョコレート とココア サプライ ーンについて 

 グループワーク ー ココア 家と日本 家 を体 してみよう 

  
が 1 人 だったら 

ョコレートも ら 一生カカ で き続ける  

 グループワーク カカ 生 における 題を改善するために た にできること

・ 生徒 感想を読むと、 授業で予備知識を得てから見たせいもあって、 多く 生徒が映画 内容をしっか

りと理解している。 エキスポシティなどに買い物に行った際にもフェアトレード商品を探してみるなど、 身

近なも が国際的課題につながっていることを感じてくれている。 次年度 「探究」 に向けて、 大きな

問題に対して 政策提言だけで なく、 自分たち 立ち位置で、 何ができるかを考える礎になってくれ

れ 幸いである

・優秀斑が発表する機会を作ることで、 予選に向けて全体 士気を高める。

・ ディベートで賛成反対両方 立場から課題を検討した後、 双方 主張を尊

重した解決策 「第３ アイデア」 発表 機会を作る。
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(11) 成 の  
 

 
・ 報告・運営に関する記事を英日対 で したホーム ージを企画・ 成した。 

記 も 次こ ホーム ージ 活 記録 運営 カテ リで 開する。 

  

 

 
具体的な を することを にした と ため G 研究開発 レ ート

2 1 を 成し、 G 校並びにア シエイト校に した。 

 

 
年生 課題研究 研究 中から 38 文を んで した 文

を 成した。 

 

 
業で用いたワークシート 究通 を にまとめ、テ ストを 成した。 
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(12) ： 助⾔を中⼼に 
 

年度 、1 月と 2 月 運営指導委員会を開 し、外

部 識 から 助言を受けた。い れ も生徒 発表を見

ていただいた上で 具体的、 設的な助言を受けることがで

き、 けられるも だった。本校 後 指導にも、同

取組をされている 校にも 立つも と れる で、助言

部 を しく する。 

 

 
平成 年 月 日 時 時 千里高校 校長  

 

運営指導委員 

 大学 総合社会学部 専  教  

本 英 立 大学 学部 教  

 立 見 中学校 校長  

本 真 大阪府教育センター 高等学校教育  指導 事  

大阪府教育委員会事務局 

平  大阪府教育委員会事務局 教育 高等学校課教務グループ 指導 事  

千里高校 

林 伸一校長 一教 大西 千 G 事業  活夫教 G 委

員・ 究 究  一友教 G 委員・ 究 究 国際理

 真理教 究  

 

校長 ・委員 ・委員長  委員を委員長に  

本校 G 事業 取組 報告  1)  2) と 後 定 3) 在 課題 

 

指導助言( な内 ) 

域 課題 域で していかないと 続 性を していくことができない。支援 方で

つか 切り が る。国際機関でプログラムを る 支援も るし， NGO，N O ように 域に

入り んで 課題を していくという切り も る。NGO に NGO ネットワークが る。 

法な 政 提案で なく、高校生でも 日からでもできるような提案に 究を けていけ

， る提案ができる。 

グローバルな視点で将来活 していくような高校生が社会人になる ， もしいと う と同時に，

課題に対して レベルで 視点も てるようなグローバル人 が育って しい。 

国際 題と同じ 図がローカルに る。ま そこをトレーニング として せていただきなが

ら、 をするということを れ 、そこで 力アップが図れ，それが国際的に う通用するかという

に びつけていくこともできる。 外に行かなくても取り組め、 域 題を するという貢献にもな

る。そういう両 でいく も一つ 手で る。 
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(12) ： 助⾔を中⼼に 
 

年度 、1 月と 2 月 運営指導委員会を開 し、外

部 識 から 助言を受けた。い れ も生徒 発表を見

ていただいた上で 具体的、 設的な助言を受けることがで

き、 けられるも だった。本校 後 指導にも、同

取組をされている 校にも 立つも と れる で、助言

部 を しく する。 

 

 
平成 年 月 日 時 時 千里高校 校長  

 

運営指導委員 

 大学 総合社会学部 専  教  

本 英 立 大学 学部 教  

 立 見 中学校 校長  

本 真 大阪府教育センター 高等学校教育  指導 事  

大阪府教育委員会事務局 

平  大阪府教育委員会事務局 教育 高等学校課教務グループ 指導 事  

千里高校 

林 伸一校長 一教 大西 千 G 事業  活夫教 G 委

員・ 究 究  一友教 G 委員・ 究 究 国際理

 真理教 究  

 

校長 ・委員 ・委員長  委員を委員長に  

本校 G 事業 取組 報告  1)  2) と 後 定 3) 在 課題 

 

指導助言( な内 ) 

域 課題 域で していかないと 続 性を していくことができない。支援 方で

つか 切り が る。国際機関でプログラムを る 支援も るし， NGO，N O ように 域に

入り んで 課題を していくという切り も る。NGO に NGO ネットワークが る。 

法な 政 提案で なく、高校生でも 日からでもできるような提案に 究を けていけ

， る提案ができる。 

グローバルな視点で将来活 していくような高校生が社会人になる ， もしいと う と同時に，

課題に対して レベルで 視点も てるようなグローバル人 が育って しい。 

国際 題と同じ 図がローカルに る。ま そこをトレーニング として せていただきなが

ら、 をするということを れ 、そこで 力アップが図れ，それが国際的に う通用するかという

に びつけていくこともできる。 外に行かなくても取り組め、 域 題を するという貢献にもな

る。そういう両 でいく も一つ 手で る。 

 

グローバルな課題 に研修に行く も一つ 方法だ。 を することによって心が成長す

るし が置かれている立 がよく かる。これにより提携先が がる 性も る。 域課題に取り

組む NGO とタイアップする も一つ 手で る。 

スーパーグローバル事業 国際的な 題、そして国際的な ジネス課題を高校生 立 で、企業・

大学と連携しながら ように していくかという研究テー が って、それに えて千里高校

立案されている。 な をグローバルコンパクトにしていることを活かしつつ、 う げて

けしていくかということになる。 グローカル という え方 視す き方向で る。生徒 研究を

める方法 一つとして が に されると良い。 

企業 大学と ッ ング 、 めからうまくいくも で ない。 後連携されていく企業それぞれ

みが見えてくる。また、大学と 連携について 、研究 テー よりも研究 法を教 ることに

点を置くと良い。関係が まれ また がりもできる。 

グローバルコンパクト 中で こっている 題が 際に で ように見えている かを に

行って見よう、という 的で 上国に行くという り方も る。そしてそこが ジネスにつながっていくか

もしれない、というシ リ りもできる。 

運営委員会だけで なくて 時委員と連 を取っていただけれ 、サ ートさせていただきたい。 

 

 2

平成 年 月 日 時 時 千里高校 校長  

 

運営指導委員 

 大学 総合社会学部 専  教  

本 英 立 大学 学部 教  

大阪府教育委員会事務局 

 伸  大阪府教育委員会事務局 教育 高等学校課 総 指導 事 

千里高校 

林 伸一校長 一教 大西 千 G 事業  活夫教 G 委

員・ 究 究  一友教 G 委員・ 究 究 国際理

 真理教 究 夫教 究  教 究

 教 究  

 

， 校長  

， 本校 G 事業 取組 報告 

 運営指導委員会 取組について報告 

 来年度 計画 来年度 計画 方 について報告 

 中 報告 指 に関 る ・理 度・意識 果・ 設定シート 成度

を報告 
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， 指導助言( な内 ) 

域課題について  

委員 千里高校で ういうグローバル人 を うとする かについて改めて する が る。

開発 ま くり で 、日本に る を 外に っていくということがとても多い。これに

対して、国連 員 コー ネイトする人 だ。質が い、 な 養も う。 業をするという 点で

いえ 、グローバルな 題だけで なく、 な で こっている社会 ニー を的 に えてそれ

に ニークな 方法を せていく 力が とされる。それができれ 中 こに行っても社

会貢献ができる。 指す き方向性が って良い。そこをうまく 理しながら 一性を図っていく

がいいと う。 

委員 も 域課題 に立 して っていっていただきたい。 域 題 題に

がっている。会社 営 だと高校生が取組んでも いたことを発表しましたという じにな

り、もったいない。 

グループワークについて  

委員 ，グループとして活 すると、こんなに く，こんなに発展するんだという体 をこ 代で

して しい。特に、課題発見 とこ で、 スカッションしていくと いし、多 なも が てくると

う。そういうことを に、 域 ことを える というテー で体 してもらえたらと った。それに

会 府 会を見に行くと良い。また、 究した後、 ういう で提案していけ いいかを える

で グループワーク 意 が る。 

ュー ャーセンターについて  

委員 こういう工夫として ュー ャーセンターというス ースを った高校が る。みんなが まってき

てアイ アを していく を っていく り方だ。 い 、 に まって をするだけ

で なくて、生徒 ベーションが上がってきて学力もアップしてきた。ただ、そういう発 り方

と 究 しベクトルが う で、これ 理しておかないといけない。 

委員 ュー ャーセンター 、 レーンストーミング ワークショップだ。アイ アを し いながら、

o t t を りながら発展させていく。 にそういうことができるス ースだ。さらに こか グループが

った成果を に っておく、そこを通った生徒がこんな が った だと って じたことを

き む。こういうことができるス ースを校 一 に った。アイ アを れるように、ホワイト ー

コルク ー を用意して る。人が通って見られるような ープンス ースがいい。 

委員 も関西 ュー ャーセンター ンバーだ。そこで活 しているグループが る で、 けを

すれ 、 ウハウを った人た 力が得られる。 

委員 究 ような 業 、学校で こっている 題を う していくかといったワークもしている。 

委員 力している N O 人が している。文科 から 助 をもらっている。 しも

ないが、いると、ア バイスができる。 

本校 年度 究 で グループワークについて  

教員 テー 設定 とこ で、 げる に だったかなと う。 年 段階で ると良いと う。 

教員 、 年両方を している。 年 後 で 、 らかにそれを意図して指導計画 先生が計

画を組んでおられた。 お と 合 する。ま 、 題で るグローバルコンパクトに関して、

なたなら んなことを えますかということを かせて、そ 後タ レットで させて、とにかく を
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て 問の ー ーを し みして その中で のが の を ループで

して そ をみ なで を し いなが ていこうという 次年 に

プ プしてい る うに う  

の講座 ループ て ループ とに別 の国に ている 年

の と クトをと て その国の を る中でそ 問題 を プ に

と ることを に その中 ー を つ るというのを基 にし う ー に

生 い が 発表し う の そこ に てという にな ているので 取り

り ループで と う  

の ループワークを導 の際に ー に し 校の探究 の

ートを に るということを ールの つにしている 的に の研究をす

ることになる ー の でで てい ループ 的に 別 の課題を で

ている こ で うな ー の生 が て を し て に て

ということが と を いて  

の講座 と ループを り して の を りし が

ループにし が な り に ることで全 う に を りしてい で

う を ていて て る ていて 探究 として とう なと てい

る  

その の ド  

の連 に関して を て をし い の が が こ り

大 の ト と う こ を生 すの 高校の特 になると う 国連の 関で 日 国内

にい つ る つが 国連 開発 ー こ 名 に が る この うな と

すると が に年に い い で る 国連 計画の国際

ー が大 の と大 の に る こういう と す

に連 が取 る で ロー ル を と ている関 国際 体 会が る

体の トワーク組織 的に大 に る国際 体と トワークが る  

業生で い い な で関 ている がいると うので ー に トワークを ることが

で いいと 課題を学校内で るので な て の で に を ると

い に で り を て りする る 学生 に ルな体 生

の を 会を てい といいと う  
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